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メタンハイドレｰトの分布
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メタンハイドレｰトぱ,陸域(鵬,口)では永久凍土

域に,海域(⑰,○)では大陸周辺め大陸斜面以深

(水深数百メｰトル以深)の海洋底に分布し,1996年

現在までに57水域,8陸域でその存在が確認または

推定されている(左図).⑭,冊はハイドレｰトのサン

プルが回収された場所,○,口はハイドレｰトの存在

が推定されている場所を示す.日本周辺には永久

凍土はなく分布は海域に限られており,南海トラフ,

日本海東縁,オホｰツク海等で分布が報告されてい
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番号海域

1南西諸島海溝(沖縄･宮古深海平坦面)

2副南海トラフ(日向海盆)

2b南海トラフ(四国抑)

2c南海トラフ(四国神,ODPSite,808)

2d南海トラフ(室戸トラフ～紀伊沖〕

2e南海トラフ(熊野トラフ～東海沖)

3房総半島東方(銚子海脚)

4千島海溝(十勝～日高沖)

5副日本海東緑(西淳軽海盆)

5b日本海東緑(奥尻海盆)

5c日本海東縁(後志トラフ)

5d日本海東緑(奥尻海嶺､ODPSi陀フ96)

6タタｰルトラフ(日本海北部)

7オボニック海(網走沖～千島海盆西縁)
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暮1ξ::殻辮曙搬鵜低藍墨艦ハドレｰ

る(右図,表).詳細は佐藤ほか(1996)論文(地質学

雑誌vol.102,no.11,p.959-971)を参照されたい.

(佐藤幹夫)
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